予算要求資料
平成２６年度当初予算　　　支出科目　款：商工費　　項：商工費　目：工鉱業振興費
	事業名　国際陶磁器フェスティバル美濃負担金
（旧事業名：開催負担金）


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　

　　　　　商工労働部　地域産業課　地場産業係　電話番号：058-272-1111（内3092）

　　　　　　　E-mail： c11355@pref.gifu.lg.jp
１　事業費　50,000千円（前年度予算額：   0千円）
                        　　　　　　　　※(前回予算額(H23)：25,000千円)
＜財源内訳＞　
	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫

支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財産収入
	寄附金
	その他
	県　債
	一　般

財　源

	前年度
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0

	要求額
	50,000
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	50,000

	決定額
	
	
	
	
	
	
	
	
	


２　要求内容
（１）要求の趣旨（現状と課題）
　 ・陶磁器産業は、安価な外国製品の流入や長引く不況による消費力の減退など極めて厳しい状況下にあるため、陶磁器文化・産業振興に寄与する施策が必要とされている。

・国際陶磁器フェスティバルは、世界的な陶磁器コンペティションと美濃焼
の魅力に触れてもらえる多種多様なイベントを通して、美濃焼文化の高揚
と産業・地域の発展に寄与することを目的に３年に１度開催される、陶産

地美濃の最大のイベントである。
（２）事業内容

・会　期：平成26年9月12日(金)～10月19日(日) (38日間)

・会　場：セラミックパークＭＩＮＯ(メイン会場)　多治見市
・特　徴：過去９回で積み上げてきた実績の集大成となるメモリアル大会。新
たに「国際交流」「人材育成」「誘客促進」の３つを軸に据え、広告宣伝を大幅に強化し、フェスティバルの２本柱である「国際陶磁器展美濃」と「産業・地域振興事業」展開する。
（３）県負担・補助率の考え方

・第１回(1986年)以来県及び地元３市が開催経費の一部を応分負担。

	◆従前よりの取り決め(おおむね)：県(１／３)・地元３市(２／３)　
※県負担金は、県及び３市の負担金約150,000千円の1/3を負担。

※地元３市…多治見市1/3、残額を多治見市、土岐市、瑞浪市で人口割按分

第８回

第９回

第１０回

県

５０，０００千円

２５，０００千円

５０，０００千円

地元３市

１１７，０５８千円

７３，５００千円

１１０，０００千円

　　一般財源
１１２，０５８千円

６０，０００千円

９５，０００千円

　　広域行政
５，０００千円

１３，５００千円
１５，０００千円
合　計

１６７，０５８千円
９８，５００千円
１６０，０００千円
※３市の広域行政による補助金は第９回から大幅に増(第10回分もあわせると10,000千円増)
◆総事業費　２１５，５０４千円（Ｈ２４～Ｈ２６）

うち平成２６年度：１８６，８４５千円


３　事業費の積算内訳
	事業内容
	金額
	事業内容の詳細

	補助金
	50,000
	実行委員会負担金

	合計
	50,000
	


	　決定額の考え方　




４　参考事項
（１）後年度の財政負担
　・３年に１度の開催であるため、負担金の規模はその都度精査する。


事業評価調書
	□  新規要求事業　

	■  継続要求事業


	１　事業の目標と成果


（事業目標）

	・何をいつまでにどのような状態にしたいのか
世界を代表する国際的な陶磁器コンペティションである「国際陶磁器展美濃」と陶磁器に関連した様々な産業・地域振興事業を通して、美濃焼の「産業力」・陶産地美濃の「地域力」を強化し、バイヤー、作家、次代を担う若者、観光客など国内外の様々な人から「選ばれる美濃」の実現を目指します。



（目標の達成度を示す指標と実績）

	指標名
	事業開始前
	指標の推移
	現在値
	目　標
	達成率

	来場者数　（単位：人）

	―
（H　　）
	191,685

（H17）
※62日間
	161,531
（H20）
※61日間
	172,056
（H23）
※38日間
	200,000

（H26）
※38日間
	86.0％


	
	（H　）
	（H　）
	（H　）
	（H　）
	（H　）
	％



○指標を設定することができない場合の理由
	


（前年度の取組）

	・事業の活動内容（会議の開催、研修の参加人数等）

＜平成２３年度(第９回/前回)実績＞

（1)国際陶磁器展美濃
　　世界３大コンペティションのひとつ。その規模と質の高さは、現代の世界を代表する国際コンペティションとなっており、会期中、世界最先端の入賞・入選作品を１９０点展示することにより、多くの来場者へ陶磁器の魅力を訴求した。
(2)主な産業・地域振興事業
①美濃焼製品の品評・商談会～エンドユーザーによるレッドカーペット～
　産業・地域振興事業のメイン行事。日本のトップ企業のオーナー等を招聘し、美濃焼業界と商談の場をセッティングし、マッチング支援を行った。

　参加企業延べ数：６３社　招聘バイヤー：１６名

　②手と心と話した　アール・ブリュット美濃展
　　地元の心身障がい者が制作した美濃焼を展示。

　　　制作障がい者数：延べ２８０人　作品：約　１，０００点　
制作ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ数：２８人

③モザイクビエンナーレ’１１＜巡回展＞
　　日本を代表するモザイクアートコンペティションを主催する「モザイク会議」と協力し、横浜で開催された「モザイクビエンナーレ’１１」から厳選した、タイル・大理石・ガラスなどを使用したモザイク作品を展示。同時にワークショップ(138名参加)や講演会(参加８０名)も開催。

展示作品：３３点

　

④美濃クラフトフェア

　　陶器を中心に、ガラス・木工・布などの手作りにこだわる作家たちが、自慢の作品を持ち寄り自ら販売。

　　会場：瑞浪会場(旧大湫小学校)　　　　　　　　２２作家

　　　　　多治見会場(セラミックパークＭＩＮＯ)　４４作家
⑤美濃焼産地のグルメと地酒“食と器を楽しむ”

　　地元食材で作る陶製の器に入れたグルメ弁当の販売と、美濃焼の器をデポジット方式で購入していただき、酒蔵お勧めの地酒を提供する利酒コーナーを設置。

　総売上高：２，５３０千円(うち陶器　４５０千円)　　　　　　　　等




（前年度の成果）

	・平成２３年度の取組により得られた事業の成果、今後見込まれる成果

＜平成２３年度実績＞

· 第９回は、会期が３８日間であったにもかかわらず、来場者数が17万人を超え、前回を大幅に上回る一日当たりの平均来場者数を記録した。

　第９回(H23)　　延数 172,056人　1日あたり平均来場者数　4,528人

　第８回(H20)　　延数161,531人　１日あたり平均来場者数　 2,648人

· 海外作品の輸送に係るすべての経費を自己負担としたものの、出品数は過去２番目の多さとなる　５７の国と地域から２，７７７点が出品され、世界を代表する国際陶磁器コンペティションを開催した。
· 第８回までは国際陶磁器展美濃を催事の中軸に据え、文化振興の色彩が強かったが、美濃焼産業及び産地を活性化させるため、産業・地域振興事業を強化する方向へ大きく舵をきった。その結果、数多くの産業・地域振興に資する事業が企画・運営され、多くの事業で成果が見られた。

1 美濃焼製品の品評・商談会～エンドユーザーによるレッドカーペット～

・産業振興事業のメイン催事。メーカーや商社が直接、レストランオ
ーナーにプレゼンができる貴重な機会でもあり、継続開催を望む声
が多数聞かれた。

　　　・そのため、次年度以降(平成２４年度以降)も、継続開催することと
なった。

　　

2 アール・ブリュット展　

・アンケート結果(回答数426人)
　満足した人・ほぼ満足した人…９７．５％

3 美濃クラフトフェア

・瑞浪会場の旧大湫小学校は、立地・アクセスとも来場者数が不安視
されていたが、木造の廃校で開催するという企画内容から予想を上回
る来場者でにぎわった(２日間で1,904名)。過疎化が進行する地域を
有効活用した催事となり、地域振興につなげた。

4 美濃焼の器で味わうオリジナルスイーツ

　　　・会期中の土日祝日(１５日間開催)飲み物と一緒にデポジット販売。平均で、１日皿・カップ各２５０個の器を販売。売り上げも約３００万弱となり、美濃焼の販売にもつながった。　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　等




	２　事業の評価と課題


（事業の評価）

	・事業の必要性（社会経済情勢等に沿った事業か、県の関与は妥当か）

○：必要性が高い、△：必要性が低い

	(評価)

○

	○美濃は日本一の陶磁器生産地であるとともに、国内外の需要に応える十分な技術も備え、美濃焼は本県を代表する一大地場産業である。この地域・業界の最大のイベントが当フェスティバルであり、今回は第１０回というメモリアル大会となる。

· １９８６年の第１回の開催以来、県は地元市と地元業界とともに、当事者として実行委員会に参画している。当フェスティバルの開催は、陶磁器業界、陶磁器産地の発展にも大きく寄与するものであり、必要性は極めて高い事業である。

	・事業の有効性（指標等の状況から見て事業の成果はあがっているか）

　○：概ね期待どおり又はそれ以上の効果が得られている、△：まだ期待どおりの成果が得られていない

	（評価）

○

	○第８回までは国際陶磁器展美濃を催事の中軸に据え、文化振興の色彩が強く、また行政主導の事業展開の傾向があったが、第９回からは、美濃焼産業及び産地を活性化させるため、産業・地域振興事業を強化する方向へ大きく舵をきった。

○その結果、数多くの産業・地域振興に資する事業が企画・運営され、ほぼすべての関係者が大成功であったとの認識をもち、次回開催を望むこととなり、第１０回の開催が決定した。



	・事業の効率性（事業の実施方法の効率化は図られているか）

　○：効率化は図られている、△：向上の余地がある

	(評価)

○

	○行政負担金は、地元市と県との間で応分の負担をする。

○また、第９回で効果の乏しかった事業は、廃止やブラッシュアップし、事業の必要性を見極め、より効果の高い事業へと選択と集中を行う。


（今後の課題）

	・事業が直面する課題や改善が必要な事項
陶磁器産業は、日本人のライフスタイル・価値観の変化や安価な外国製品の流入、長引く不況による消費力の減退など極めて厳しい状況下にあるため、陶磁器文化・産業振興に寄与するべく、当フェスティバルの魅力や効果をより一層高めていく必要がある。


（次年度の方向性）
	・継続すべき事業か。県民ニーズ、事業の評価、今後の課題を踏まえて、今後どのように取り組むのか

第１０回大会は、過去９回の実績の集大成となるメモリアル大会と位置付け、来場者数はもちろん、来場者満足度や陶磁器業界、地元市民などから評価される大会となるよう、効果の高い事業の選択と集中を進めるとともに、より一層業界と地元主導によるフェスティバルとしていく。




